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本会選奨規程第 9条イ号（電子工学及び情報通信に関する新しい発明，理論，実験，手法などの基礎
的研究で，その成果の学問分野への貢献が明確であるもの），ロ号（電子工学及び情報通信に関する新
しい機器，又は方式の開発，改良，国際標準化で，その効果が顕著であり，近年その業績が明確になっ
たもの），ハ号（電子工学及び情報通信並びに関連する分野において長年にわたる教育の質向上に資す
る教育施策の遂行，教育の実践（教育法，教材等の開発を含む），著述及びその普及を通じて，人材育
成への貢献が明確になったもの）による業績に対し，下記の 7件を選び贈呈した．

10 ペタビット級超大容量空間多重光伝送
基盤技術の先駆的研究

受賞者 森田逸郎

受賞者 釣谷剛宏 受賞者 相馬大樹

インターネットによる動画像配信や 5G に代表される
大容量通信サービスを高品質に提供するため，通信網の
基盤である光通信システムには，伝送容量をニーズに応
じて持続的に拡大できる容量の拡張性が求められる．し
かし，単一のコアを有する従来の光ファイバを用いた伝
送システムでは，光ファイバへ入力可能な光信号パワー
の制限等により，伝送容量は 100 Tbit/s（0.1 Pbit/s）
程度に物理的限界があることが判明していた．これは，
最新の商用伝送システムの最大伝送容量の 10 倍程度で
しかなく，年率約 40% の通信トラヒックの増加（10 年
で約 30 倍）を考慮すると十分ではなく，従来技術の限
界を打破し持続的かつ飛躍的に容量拡大が可能な新技術
が求められていた．

以上の背景から，伝送媒体である光ファイバを見直
し，光ファイバ中に複数のコアを有するマルチコアファ
イバや複数の独立伝搬モードを伝搬させる多モードファ
イバを用いる空間多重光伝送技術の研究が 2010 年頃か
ら国内外で活発に開始された(1)．受賞者らは，従来技術
の限界を明確化した上で空間多重光伝送技術に先導的に
取り組み(2)，2012 年の世界初のマルチコアファイバに
よる大洋横断級伝送(3)，2013 年の世界最大の容量距離
積 1 Ebit/s×km（エクサ=1019=1,000 ペタ）の実証(4)

により，干渉抑圧型マルチコアファイバのコア多重数に
比例した容量拡大の可能性を実験的に実証した．その
後，干渉抑圧マルチコアファイバの各コアを多モード化
することで，空間多重数（コア数×モード数）の更なる
拡大を図った．図 1に示す空間多重数が 100 を超える多
モード・マルチコアファイバによる大容量化を進
め(5), (6)，2017 年に既存の最新商用光伝送システムの約
1,000 倍の容量に相当し，従来の単一コアの光ファイバ
にて報告されている最大容量の約 100 倍に相当する
10 Pbit/s の超大容量伝送に世界で初めて成功した（図
2）．これは，ファイバ通信の伝送容量が「京」の領域に
到達可能であることを世界で初めて実証した実験であ
る(6)．これらの一連の世界初の実証に基づく基礎研究
は，時分割多重，偏波多重，波長多重，直交振幅多重の
次に期待される光波の新たな直交軸での多重化技術とし
て，空間多重技術が持続的な容量拡大に極めて有効であ
ることを示した．更に，その早期実用化のために，既存
光通信システムとの互換性を考慮し，コア数やコア配置
を最適化した標準外径のマルチコアファイバの敷設状態
での特性評価(7)や 1 万 km以上の長距離伝送評価(8)を実
施し，その実用化を見据えた研究も推進した．
受賞者らはその初期段階から空間多重光伝送方式の研
究を精力的に推進し，光ファイバ通信における空間多重
の多重化技術としての潜在的可能性を実証する世界初の
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成果を継続的に示すことで，新しい空間多重光伝送の開
拓において世界をけん引した．受賞者らの業績は，光通
信システムの大容量化に対する持続可能性を実証した先
導的・先駆的な基礎的研究として学術的貢献が極めて大
きく，著名な国際会議から数多くの招待講演を受けるな
ど世界中から高い評価を得ている．現在では，空間多重
方式は超大容量光伝送のための主要技術として世界中で
認知されており，本業績は，我が国の研究開発力を国際
的にアピールする基礎研究として影響度と波及効果が極
めて大きい顕著なものである．
以上のように，受賞者らの業績は極めて顕著であり，

本会業績賞にふさわしいものである．
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図 1 光ファイバの断面写真

図 2 光ファイバ伝送容量の推移



剰余系表現（RNS）を用いた公開鍵暗号の
実装に関する先駆的研究

受賞者 川村信一

受賞者 小池正修 受賞者 駒野雄一

情報化社会のセキュリティ実現に公開鍵暗号は不可欠
である．受賞者らは公開鍵暗号を，剰余系表現（RNS）
を用いて演算する効率的な基本アルゴリズムを提案し，
通常のバイナリー表現よりも並列性に優れた暗号実装を
実現した．受賞者らは，近似計算を導入することで
RNS では効率良く計算できなかった剰余算と大小比較
を厳密かつ効率的に計算する基本アルゴリズムを提案
し，RNS を用いた公開鍵暗号の実装という新しい研究
分野の開拓に貢献した．
研究対象である RNS は，整数表現の一つで，整数 x
を基底要素で割った余り n個の組で表す（図 1(a)）．隣
接要素へのキャリー（桁上がり処理）が生じないため，
加・減・乗算は小さい整数の独立した n 回の加・減・
乗算に容易に分解できる．同一構成の演算器を n 個用

意すれば n 倍に高速化できる．このような利点を持つ
反面，RNS では整数 x の大きさの評価が困難なため除
算（剰余算）と大小比較が効率的に行えない．そのため
RNS の実用的な応用は 2000 年以前にはほぼ皆無だっ
た．
受賞者らは，多くの公開鍵暗号が，数百～数千ビット

という巨大な整数で構成されることに着目し，RNS を
用いて例えば 1,024 ビットの整数演算を 32 ビットの基
底を用いて 32 並列で効率的に処理できるのではないか
と考えた．課題解決のポイントは，RNS 表現された整
数 x の大きさを直接求めるのではなく，相対値 x/M に
着目し，そのビット列を近似計算して xの大きさを評価
する方法を提案したことである．ただし，Mは RNS の
基底要素の積で，表現できる整数の範囲を表す．

（1） 剰余算の提案
RNS で x を値 pで割った剰余を求める処理には，図 1

(b)の式(1)により x/Mを評価する演算が現れる．従来
はこの演算に乗算器を用いる必要があり，回路規模が大
きいことが実用化の妨げとなっていた．そこで，式(1)
を最適化することにより，この問題を関数 Fr の入力と
出力の差分である整数部を評価する問題に帰着させ，入
力の各項を上位数ビットで近似して整数部を加算で求め
る方法を提案した（式(2)）．これにより回路規模を従
来の十分の一以下に削減して実用化への道を開いた．更
に提案方式を剰余乗算に適用して RSA 暗号の LSI 実装
や改良を進め，乗算回数最少の方式を実現した(1)～(4)．

（2） 大小比較の提案
整数の大小比較は 2数の差をとり結果の正負で判断で
きる．x/M の小数点以下第 1 ビットを負の数を表す符
号ビットと定義すると，前記の近似法を拡張して符号判
定を構成できる．ほとんどの整数は上位 1ワードまでの
近似で符号を決定でき，極めてまれに近似精度が不足す
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る場合のみ近似精度を上げることで，最も省リソースの
符号判定（大小比較）が実現できた（表 1）．これはメ
モリ量最少で漸近的に最適な計算量を実現し，RNS の
工学応用が始まって以来未解決の問題に一つの解を与え
た(5)．

（3） 新しい研究分野の開拓
RNS は並列性に優れ処理速度・低消費電力でバイナ
リーを凌駕する場合も多く，専用 LSI や FPGAのほか，
市場拡大が著しい GPU との相性も良いため一層の発展
が期待できる(6)．論文(1)の発表以後，RNS の暗号応
用論文が増加し，論文(1)は現在同分野の論文の 45%
で引用されている．また解説論文(6)～(8)や教科書
(9)～(10)で，論文(1)は RNS の暗号応用を考える上
で不可欠の論文と高く評価されている．提案方式は，基
底集合サイズ n に関してスケーラブルで汎用性が高く
今後の鍵長の延長にも容易に対応できる．近年受賞者ら
の提案は，サイドチャネル撃対策や最新の格子暗号・準
同形暗号等にも応用されている(6)～(8)．

これらの基礎的研究は，RNS を用いた公開鍵暗号の
実装という新しい研究分野の確立に貢献し，業績賞にふ
さわしい成果である．
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光ファイバ非線形性の通信応用に関する
先駆的研究

受賞者 並木 周

世界の情報通信の根幹を支える光ファイバは石英を
ベースとした光導波路であり，そこを伝搬する光信号は
損失・分散に加え，三次の非線形光学効果を受ける．光
信号の高ビットレート化で問題となるこれらの影響をい
かに克服して，光ファイバ当りの伝送容量・距離を極限
まで増大するかは重要な課題であった．受賞者の並木周
氏は，これまで 30 年にわたり，主に光ファイバの非線
形性を活用した，光ファイバの損失・群速度分散・非線
形性の独創的な補償技術を創出するとともに，それらの
実用化にも尽力してきた．その結果，多くの共同研究者
とも連携し数々の先駆的業績を上げた．中でも特筆すべ
き点は，ラマン増幅及び四光波混合の広帯域化・波長可
変性に関して重要な発明を行い，それぞれの実用化に大
きく貢献したことである．
受賞者は，1990 年代前半に当時世界最高出力の励起
レーザの量産実装技術の開発を主導し，その後 3 年間
MIT（Massachusetts Institute of Technology）で超短
光パルスの動的振舞いや量子雑音観測に関する研究に従
事した．これらの経験を生かし，100 nm という広帯域
にわたり平たんな利得を実現する波長多重励起方式によ
るラマン増幅器を発案・共同発明し，実用化を主導し
た(1), (2)．この方式は，その広帯域性・低雑音性により，
現在光通信の大容量化・長距離化に重要な基盤技術とし
て世界で広く利用され，インターネットの進展を支えて
いる．
また，光ファイバ中の四光波混合を広帯域で発生する
方式を発案・共同発明し(3)，高非線形ファイバの商用化
及びその特性改善に大きく貢献した．特に，高非線形
ファイバの分散スロープを抑制しゼロ分散波長の位置を
最適化することで，従来，励起光波長をゼロ分散波長近
傍に固定しなければならなかった縮退四光波混合におい
ても，位相整合条件を損なうことなく励起光波長を広帯
域にわたって可変できることを示した(4)．これにより簡
便で高品質な波長可変四光波混合装置が実現され，以下
に例示する様々な研究の礎となった．まず，四光波混合

による可変波長変換と分散媒質を組み合わせることで，
THz 級の超広帯域光信号に対して群速度分散と遅延を
独立かつ連続的に制御する方式を発明(5), (6)した．従来
の分散／遅延補償方式は光の干渉効果を利用するため原
理的に帯域と分散／遅延量がトレードオフの関係にある
のに対して，本方式は根本的に異なる原理に依拠するた
め，10～100 倍の性能指数向上を達成している．更に，
位相感応形光増幅の効率を飛躍的に向上する手法(7)や，
波長分割多重信号が相互に受ける非線形ひずみを光のま
ま補償する技術で，10dB という従来方式より大幅に大
きな非線形しきい値改善率を実証(8)し，非線形シャノン
限界の克服に一石を投じるなど，数多くの研究成果を上
げた．
以上のように，受賞者は，それまで基礎研究の域に

あった光ファイバ非線形性の応用技術を開拓・発展さ
せ，実用レベルに高めることに大きく貢献した．その一
部は商用化され世界に普及している．これらの業績は海
外からも高く評価され，受賞者は国際会議等で 100 件以
上の招待講演を行うのみならず，国際会議運営委員会な
どでの各種の要職に数多く携わってきた．中でも，光
ファイバ通信分野で世界最大かつ最も権威ある国際会議
OFC（The Optical Networking and Communication
Conference & Exhibition）においてはジェネラルチェア
を務めている．以上述べたように，受賞者の功績は極め
て顕著であり，本会業績賞にふさわしいものである．
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5G 通信システムにおけるミリ波防護に関する
先駆的研究と国際標準化

受賞者 平田晃正

受賞者 佐々木謙介 受賞者 渡辺聡一

第 5 世代移動通信システム（5G）は，従来の携帯電
話システムよりも高い，ミリ波帯を含む 6GHz 以上の周
波数の電波を利用することで，その特徴である超高速・
大容量通信を実現している．この新規周波数領域の電波
を，一般公衆の生活環境へ導入するに先立ち，5G シス
テムを安心・安全かつ有効に利用するための電波への人
体ばく露の防護に関心が持たれていた．世界保健機関
（WHO）が推奨する電波への人体ばく露の防護のため
の国際ガイドラインである IEEE 国際規格及び国際非電
離放射線防護委員会（ICNIRP）ガイドラインでは，従
来，3～10 GHz 以上の周波数帯における知見の欠如か
ら，暫定的な指標を用いて，過度に安全側の防護基準値
を示していた．そのため，従来の国際ガイドラインの電
波ばく露の防護基準値の範囲において，ミリ波帯の携帯
無線端末を人体近傍で使用することはほぼ不可能であ
り，科学的根拠に基づいたミリ波帯での新防護基準の策
定が求められていた．
電波ばく露の新しい防護基準値を設定するにあたり，

人体がミリ波にさらされた際の組織中の電波吸収に起因
する人体の温度上昇特性とその温度上昇を決定付ける物
理指標の明確化が課題であった．受賞者（渡辺，佐々
木）らは，人体の電波吸収特性の評価において必須の人
体を構成する皮膚や脂肪，筋肉等の様々な組織の電気的
な応答を示す基礎定数（電気定数）の計測技術を開発
し，従来周波数帯から 1THz にわたる超広帯域での組
織電気定数の実測に成功した(1), (2)．また，受賞者（平
田）は，電磁気・熱伝導の複合物理に加え，人体の生理
学的温熱調整系を考慮した計算手法を開発した(3)．
これらの基盤的かつ先駆的な研究成果に基づいて，受

賞者らは，人体の体表がミリ波帯の電波にさらされた際
の吸収電力量と人体の温度上昇との関係性を詳細に明ら
かにした．具体的には，周波数・アンテナ等の電波の発
射条件に依存せず，電波ばく露時の温度上昇特性と優れ
た相関を有する新たな評価指標として「吸収電力密度」
を考案し(4), (5)，携帯電話システムの従来周波数帯と整
合の取れた防護基準値を明らかにした（図 1）．そして，
電波ばく露による人体の温度上昇特性と物理的な相関を
持つ吸収電力密度の基準値に基づき，実際の 5G 端末等
に対して計測可能な物理量である入射電力密度の防護許
容値を明らかにした（図 2）(3), (4)．更に，我が国固有の
眼球に特化した防護基準に着目し，医学研究グループと
の連携により，うさぎの眼球へのばく露において実測値
との比較による計算値への信頼性を担保し(6)，眼球を特
別扱いする必要がないことも示した．
受賞者らは ICNIRP や IEEE における国際標準化機関
並びに国内制度化において，当該部門委員長，主査など
要職を務め，国内外の 5G システムの円滑な導入に貢献
した．特に，世界に先駆けて制度化された我が国におけ
る新防護基準（2018 年）の根拠は，その後に策定され
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図 1 従来のガイドラインで 3-10 GHz までの基準値の指標である
比吸収率（SAR（W/kg））と新たな指標である吸収電力密度によ
る加温係数（単位当りの温度上昇値） 6 GHz 以上では吸収電力
密度が周波数に依存しない評価指標(5)．

図 2 入射電力密度の防護許容値の周波数特性



た IEEE 国際規格（2019 年）及び ICNIRP ガイドライ
ン（2020 年）でも採用されている(7)．発刊当初からお
互いに整合した前例がない IEEE と ICNIRP が，新防護
基準において規格整合に至ったのは，受賞者らにより考
案された一貫性ある根拠が両機関に高く評価されたもの
である．
以上のように，受賞者らはばく大な経済効果と SDG’s
を実現する Society 5.0 のインフラ基盤となることが見
込まれている 5G の世界的な導入・普及において，その
防護基準の国際標準化に決定的な貢献をしたことから，
その功績は顕著であり，本会業績賞にふさわしいと認め
られる．
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車載画像認識プロセッサViscontiTM の
研究開発と実用化

受賞者 渡辺友樹

受賞者 田辺 淳 受賞者 岡田隆三

自動車の自動緊急ブレーキ（AEB）等の安全運転支
援機能に必要な，車載カメラによる道路環境認識（図
1）を実現する画像認識プロセッサVisconti(注1)ファミリ
（図 2）を，世界に先駆けて開発し実用化した．画像認
識による世界トップレベルの精度を実現した障害物・歩

行者検出アルゴリズム(1), (2)と，それを汎用 CPU の数十
分の一の低消費電力でリアルタイム処理する処理能力の
高いハードウェア(3)～(6)を開発した．低電力化により，
小形で故障しにくく低コストのカメラ一体型システムが
実現可能となった．
受賞者らの開発した画像認識プロセッサ Visconti

ファミリは，各世代において先進的な技術を搭載してい
る．2003 年発売の初代 Visconti(3)では，1 台のカメラで
立体障害物を判別するアルゴリズム(1)を考案しリアルタ
イム動作させ，コンピュータビジョンの最高峰の国際会
議でその先進性が高く評価された．2011 年発売の Vis-
conti 2(4)は，車載向け LSI で世界初となる多種類（5 種
類）の画像処理専用ハードウェアを搭載した．中でも，
HOG アクセラレータは，カメラ画像中の物体形状を詳
細に記述できる独自開発の画像特徴量 CoHOG(2)によ
り，世界一の歩行者検出性能を実現した．登録特許も多
数保有しており，関東地方発明表彰発明奨励賞や発明協
会東京優秀賞を受賞した特許も保有している．2016 年
発売の最新の Visconti 4(5)は，時系列画像による三次元
計測技術やカラー画像による歩行者検出などの専用ハー
ドウェアを備え，搭載車は国土交通省所管の公的な自動
車安全テスト（JNCAP：自動車アセスメント予防安全
性能評価）で，歩行者の飛び出しを検知して車両を停止
するなどの全項目で満点を獲得し，優位性が公的に認定
されている(6)．次世代の Visconti 5(7)は，画像認識 AI
プロセッサとして深層ニューラルネットワークの推論
ハードウェア等を新規搭載し，安全運転支援を発展させ

業績賞贈呈 685

(注 1) Visconti は商標．



た自動運転だけでなく，無人搬送車（AGV），監視カメ
ラ等の産業分野への展開も期待される．
実用面においても，これらの技術は国内の自動車メー

カから高く評価され，多くの自動車に搭載されており，
車載カメラ向け LSI 分野のシェアでは，日本メーカで
最高位の世界 4位となっている．今後は，日本や欧州で
2021 年から新車へのAEBの搭載が段階的に義務化され
ており，市場予測(8)も年平均成長率が 20% 超と，今後
需要の増加が見込まれている．
受賞者らの開発した画像認識アルゴリズム及び Vis-

conti ファミリは，その技術的な先進性及び有効性が，
主要国際会議や論文採択，各種受賞という形で，国内外
で高く評価されている．更に実用化においてもVisconti

ファミリは国内の多数の自動車に搭載され，自動車交通
の安全に大きく貢献しており，その業績は極めて顕著で
あり，本会業績賞にふさわしいものである．
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図 1 車載カメラによる道路環境認識の例

図 2 画像認識プロセッサVisconti



新計算機アーキテクチャ
「デジタルアニーラ」の研究開発と実用化

受賞者 柴﨑崇之

受賞者 松原 聡 受賞者 米岡 昇

様々な分野の実問題には「組合せ最適化問題」が含ま
れている．しかし，組合せ数が膨大なため，従来のコン
ピュータでは実用的な時間で解くことができなかった．
そのため，組合せ最適化問題を高速に解くことができる
量子コンピュータが注目されている．だが，現行の量子
コンピュータでは扱える問題の規模が小さく，また安定
性でも課題があるため，複雑な実問題を幅広く扱えるよ
うになるには数年以上かかるとされている．
そこで受賞者らは，量子現象に着想を得ながら，現行

のディジタル技術を用い，組合せ最適化問題に特化した
新しい計算機アーキテクチャ「デジタルアニーラ」を開
発した(1)～(5)．
デジタルアニーラは，量子現象に着想を得たディジタ

ル回路をコンピュータに付加することで，通常のコン
ピュータでは実用的な時間で解けない組合せ最適化問題
を高速で解くことができる．量子現象には，｢0」と「1」の
二つの異なる状態が同時に出現する「重ね合わせ」があ
る．デジタルアニーラでは，乱数発生器を使って「0」と
「1」の揺らぎのような状態を表現し，評価値（エネル
ギー）が下がる方向へビットを反転させながら解の探索
を行う．しかし，評価値が下がる方向への遷移だけではそ
れ以上評価値が改善しない局所解に捕らわれてしまう．
そこで，評価値が悪化する方向へも確率的に遷移するこ
とを許容することで局所解から脱出させている．このよう
な確率的遷移を並列動作させることで，量子コンピュー
タと同様の並列化・高速化を実現している（図 1)．また，
局所解に捕らわれていることを検知してオフセット値を
与えることで，ビット反転確率を高めて局所解からの脱
出確率を高め，更なる高速化を実現している（図 2)．

デジタルアニーラは，上記の演算を行う専用ハード
ウェア（通常のコンピュータと専用回路）と，その制御
ソフトウェアから成る．2018 年 5 月にクラウドサービ
スを開始した第 1世代では，問題を定式化（実問題の数
学的問題への置き換え）する際に使える変数の個数
（個々の変数のビット幅は 1）が 1,024 個だったが，
2018 年 12 月にサービスを開始した第 2 世代では 8,192
個まで拡大した．この第 2世代のデジタルアニーラをコ
アとした求解技術により実問題への適用を可能とした．

･事例 1：金融（https://pr.fujitsu.com/jp/news/2020/
02/7-1.html）
メルコインベストメンツ株式会社と共同で，リスクの

少ない株式ポートフォリオの生成に成功した．従来，数
百銘柄の最適ポートフォリオを組合せ最適化計算で求め
ることは，膨大な計算量のため不可能であった．今回，
デジタルアニーラで最適化計算が 10 分程度で可能とな
り，実際の資産運用業務に活用することができるように
なった．
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図 1 並列動作による高速化

図 2 オフセット付加による高速化



･事例 2：物流（https://pr.fujitsu.com/jp/news/2020/
09/10-1.html）
(株)トヨタシステムズの自動車製造に必要な部品の物

流ネットワークを最適化する実証を行った．数百を超え
る仕入れ先から部品を仕入れ，数か所の中継倉庫を通
り，数十の工場へ配送する 300 万以上の候補ルートから
最適解を探索する問題をデジタルアニーラで計算した．
従来 30 人で 2 か月かけて計画立案していた問題を，僅
か 30 分で解くことに成功した．

･事例 3：創薬（https://pr.fujitsu.com/jp/news/2020/
10/13.html）
ペプチドリーム株式会社と共同で．環状ペプチドによ

る中分子創薬において，デジタルアニーラと HPC
（High Performance Computing）を用い，従来，現実的
な時間ではできなかった創薬の候補化合物となる環状ペ
プチドの安定構造探索を 12 時間以内に高精度で行うこ
とに成功した．

以上のように，受賞者らは新しい計算機アーキテク
チャを創出し，それを実問題に適用して各種事業に貢献
しており，その成果は業績賞にふさわしいものである．
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東京大学大規模集積システム設計教育センター
（VDEC）における集積回路設計教育研究

に対する多大な貢献

受賞者 浅田邦博 受賞者 池田 誠

大規模集積システム設計教育センター（VDEC）は
1996 年に全国共同利用施設として東京大学に発足以来，
日本の大学における集積回路の設計教育・研究に多大な
貢献をもたらしてきた．VDEC 開設以前の日本の集積
回路設計は設計に必要な EDA（Electronic Design Au-
tomation）ツールの調達や試作の契約を個々の研究者が
行わなければならず，その金銭コストと人的コストは甚
大で，結果として集積回路設計研究に携わる大学の研究
者は僅少であった．VDEC は EDAツールの一括契約と

そのライセンスの高専・大学への供給，設計データを一括
して集めて安価に試作を行うシャトルサービスの提供を
行い，教員並びに学生の負担を大きく低減し，日本のアカ
デミック分野の裾野の拡大に大きな役割を担った．EDA
ツールのライセンス数は開設当初は 2,000 程度であった
が，2005 年には 1万を超えた（図 1，2)．試作チップ数
も開設年度は 100 にも満たなかったが，2006 年には 500
を超えた．なお，開設前はゼロに近い年間一桁であっ
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図 1 EDAツールの利用研究室数



た．試作可能なプロセスは開設当初から現在も続いてい
る非常に安価な 1.2/0.8 µm プロセスに加え，0.6 µm，
0.5 µm， 0.35 µm， 0.18 µm， 0.15 µm， 90 nm，
65 nm(1)，45 nm，28 nm とプロセスルールの微細化と
ともに試作プロセスも変遷し続けVDEC発足来 24 年間
で 8,100 品種を超える試作が行われている（図 3）．
EDA ツールの使用方法の講習会である CAD 講習会

を 1997 年から，社会人と学生向けのハンズオンチュー
トリアル的なリフレッシュ教育を 1998 年から開催し，
共に現在に至るまでアップデートを続けながら連続して
開催している(2)．更に，若手研究者と学生の情報交換の

場として 1997 年に VDEC を支える若手の会を開催し，
翌年の 1998 年からデザイナーズフォーラムと改称し 24
回で 1,000 名を超える参加者となり，情報交換のみなら
ず学生が設計した回路の表彰の場も設け，学生の研究意
欲向上にもつながっている．結果としてこれまで 24 年
間で VDEC 活動に関連した論文発表件数は 1 万 6,000
件を超えるに至っている．
受賞者は大規模集積システム設計教育研究センター

（VDEC）における集積回路設計教育(3)～(7)研究活動(8), (9)

を通した人材育成に尽力され，多大な成果を上げた．受
賞者（浅田）は，VDEC 設立時のセンター組織の基本
設計と活動基本方針を作成し，2000 年からその定年退
職の 2018 年まで 18 年にわたり VDEC センター長を務
め，その運営に多大な貢献をした．受賞者（池田）は
VDEC 設立と同時に助手として採用され，助教授，准
教授を経て 2013 年から教授を務め，VDEC 全般の業務
に深く携わった．またVDECは 2019 年に東京大学シス
テムデザイン研究センター（d.lab）の発足に伴う改組
によりその一部門として再スタートを切った．受賞者
（池田）は改組後に d.lab の基盤設計研究部門の部門長
として引き続き，EDA ライセンスの供給と試作データ
の取りまとめという旧 VDEC の 2 大事業の取りまとめ
を行っている．以上のとおり，VDEC における受賞者
らの 20 年以上にもわたる貢献は日本の集積回路分野の
発展に欠かせぬものであり，その献身的な活動は業績賞
に該当する極めて大きな業績であると考えられる．
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図 2 EDAツールの利用ライセンス数

図 3 チップ試作の設計数


